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しらいしや

石屋（登米みなみ商工会）
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や
ぎ
開
設
に
よ
る
「
商
工
会
支
援

機
能
の
強
化
と
会
員
サ
ー
ビ
ス
の

拡
充
」
な
ど
、
七
つ
の
重
点
事
業

が
掲
げ
ら
れ
た
。

尚
、
提
出
さ
れ
た
七
議
案
は
、

賛
成
多
数
に
よ
り
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
た
。

●
令
和
三
年
度事

業
計
画
重
点
事
業

一
．
コ
ロ
ナ
禍
克
服
の
た
め
の

中
小
・
小
規
模
事
業
者
へ

の
支
援
の
強
化

二
．
自
然
災
害
等
の
影
響
を
受

け
て
い
る
中
小
・
小
規
模

事
業
者
に
対
す
る
継
続
的

支
援

三
．
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支

援
の
推
進

四
．
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の

経
営
環
境
整
備
の
推
進

五
．
商
工
会
支
援
機
能
の
強
化

と
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

六
．
人
財
育
成
の
推
進

七
．
中
小
・
小
規
模
事
業
者
の

販
路
開
拓
の
支
援
と
地
域

経
済
活
性
化
の
推
進

令
和
二
年
度
本
会
臨
時
総
会
は

三
月
二
十
六
日
ホ
テ
ル
白
萩
で
開

催
予
定
で
あ
っ
た
が
、
三
月
十
二

日
開
催
の
本
会
理
事
会
に
お
い
て

審
議
の
結
果
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
防
止
の
緊
急
的
な
措
置

と
し
て
、
昨
年
度
に
続
き
書
面
議

決
に
よ
り
行
わ
れ
た
。

新
年
度
事
業
計
画
で
は
、
世
界

的
に
猛
威
を
振
る
う
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り

企
業
の
多
く
が
事
業
存
続
の
危
機

に
直
面
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ

と
か
ら
、「
コ
ロ
ナ
禍
克
服
の
た

め
の
中
小
・
小
規
模
事
業
者
へ
の

支
援
の
強
化
」
を
重
点
事
業
の
筆

頭
に
掲
げ
、
市
場
の
変
化
や
新
た

な
生
活
様
式
に
対
応
す
る
た
め
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
の
策
定
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
頻
発
す
る
自
然

災
害
へ
の
対
応
と
し
て
中
小
・
小

規
模
事
業
者
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
支
援
の
推
進
が
盛
り
込
ま
れ

た
。ま

た
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
事

業
承
継
問
題
や
働
き
方
改
革
、
税

制
度
改
正
等
の
諸
問
題
へ
の
対
応

を
支
援
す
る
「
中
小
・
小
規
模
事

業
者
の
経
営
環
境
整
備
の
推
進
」、

商
工
会
共
通
事
務
等
の
集
約
化
の

た
め
の
商
工
会
事
務
セ
ン
タ
ー
み

書
面
議
決
に
よ
り

令
和
三
年
度
事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
る

︱
令
和
二
年
度
臨
時
総
会
︱

た
」
等
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
の
効
果
と

今
後
に
向
け
た
前
向
き
な
意
見
が

寄
せ
ら
れ
た
。

特
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
終
息
が
見
え
な
い
中
、

新
し
い
生
活
様
式
に
対
応
し
た
ビ

ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ
の
転
換
は
急
務

で
あ
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
導
入
は
必
要

不
可
欠
の
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
今
年
度
も
、
引
き
続
き
本
事

業
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
是
非
と

も
参
加
下
さ
い
。
詳
し
く
は
お
近

く
の
商
工
会
ま
で
お
問
合
せ
下
さ

い
。

去
る
三
月
二
十
二
日
、
オ
ン
ラ

イ
ン
方
式
に
よ
り
、
令
和
二
年
度

「
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
販
路
開
拓

支
援
事
業
」
に
参
加
し
た
事
業
者

を
対
象
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で

は
、
参
加
し
た
九
事
業
者
全
員
か

ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
の
状
況
や
成
果
等

に
つ
い
て
発
表
い
た
だ
い
た
後
、

見
え
て
き
た
問
題
・
課
題
等
に
対

す
る
解
決
策
に
つ
い
て
、
実
際
に

事
業
者
へ
の
支
援
を
行
っ
た
専
門

家
よ
り
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
た
。

本
事
業
は
、
小
規
模
事
業
者
に

対
す
る
Ｉ
Ｔ
活
用
の
促
進
を
図
る

た
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
ツ
ー
ル
を
活
用
し

た
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
等
に
つ

い
て
研
修
会
を
開
催
す
る
と
と
も

に
、
参
加
事
業
者
に
は
専
門
家
を

派
遣
し
、
事
業
戦
略
の
策
定
に
加

え
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ

ム
等
の
登
録
操
作
等
の
技
術
的
支

援
も
あ
わ
せ
て
行
い
、
実
際
に
活

用
で
き
る
ま
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
事

業
で
、
平
成
二
十
九
年
度
よ
り
継

続
し
て
い
る
事
業
で
あ
る
。

今
回
参
加
し
た
事
業
者
か
ら

は
、「
情
報
発
信
に
よ
り
フ
ォ
ロ

ワ
ー
が
増
え
、
自
社
の
認
知
度
が

高
ま
っ
た
」、「
自
社
商
品
の
画
像

投
稿
に
よ
り
新
規
顧
客
が
増
え

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
販
路
開
拓
支
援
事
業

「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」を
開
催

平成26年度に小規模事業者支援法の一部が改正され、小規模事業者の事業の持続的発展を支援するため、
経営計画の策定やその着実な実施、販路開拓の取組等に対し、事業者に寄り添って支援するための商工会の
経営発達支援計画を国が認定・公表することになっております。また、令和元年 7 月にも小規模事業者支援
法の改正があり、経営発達支援計画は市町村と共同で策定することになっております。

今回、 3 月26日公表の第 8 回認定では、下記 9 商工会の第 2 期計画が認定されました。なお、本県では県
下33商工会全ての商工会が認定を受けております。

今回認定された 9商工会
丸森町、みやぎ仙台、多賀城・七ヶ浜、くろかわ、遠田、若柳金成、一迫花山、みやぎ北上、東松島市

商工会「経営発達支援計画」認定状況

オンラインで開催したフォローアップセミナー
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宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
チ

ー
フ
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
佐

藤
創
（
さ
と
う　

そ
う
）
で
す
。

当
拠
点
は
中
小
企
業
庁
の
委

託
事
業
で
、
宮
城
県
内
の
事
業

者
さ
ま
の
経
営
相
談
を
ワ
ン
ス

ト
ッ
プ
で
承
る
経
営
相
談
所
で

す
。
当
拠
点
は
、
事
業
者
さ
ま

の
課
題
や
相
談
事
に
沿
っ
て
、

適
切
な
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が

複
数
名
で
対
応
す
る
「
チ
ー
ム

で
の
支
援
」
が
特
徴
で
す
。
ま

た
、
売
上
拡
大
や
資
金
調
達
な

ど
の
具
体
的
な
課
題
を
解
決
す

る
た
め
に
継
続
的
に
相
談
対
応

を
さ
せ
て
頂
き
、
成
果
を
出
す

ま
で
「
無
料
で
何
度
で
も
」
相

談
を
致
し
ま
す
。

本
年
度
も
昨
年
度
に
引
き
続

き
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
ス
タ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
。
経
営
相
談
も

感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し
、
対

面
で
は
な
く
テ
レ
ビ
会
議
で
行

う
こ
と
が
多
く
な
っ
て
お
り
ま

す
。
な
お
、
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
の
期
間
中
は
、
原
則
的

に
対
面
相
談
を
せ
ず
テ
レ
ビ
会

議
を
用
い
た
相
談
を
徹
底
し
て

お
り
ま
す
。

さ
て
コ
ロ
ナ
禍
が
継
続
す
る
中

で
必
要
な
こ
と
は
、
な
る
べ
く
支

出
を
抑
え
、
か
つ
売
上
の
回
復
を

図
る
取
り
組
み
を
す
る
事
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
が
長

期
化
す
る
中
で
は
、
単
に
耐
え
続

け
る
の
で
は
こ
の
困
難
を
乗
り
越

え
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま

す
。
更
に
は
コ
ロ
ナ
禍
で
消
費
者

需
要
の
動
向
が
大
き
く
変
化
し
て

い
ま
す
。
こ
う
し
た
変
化
に
合
わ

せ
て
事
業
者
も
変
化
し
な
け
れ

ば
、W

ith

コ
ロ
ナ
時
代
で
の
生

き
残
り
を
図
る
こ
と
も
難
し
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
前
向
き
に

解
決
す
る
た
め
の
支
援
策
と
し

て
、
事
業
再
構
築
補
助
金
が
あ
り

ま
す
。
た
だ
し
再
構
築
後
の
商

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
新
規
性
が
求
め

ら
れ
る
な
ど
、
本
気
で
事
業
を
検

討
し
て
い
る
事
業
者
で
な
け
れ
ば

活
用
は
難
し
い
補
助
金
だ
と
考
え

ま
す
。
当
拠
点
で
は
補
助
金
や
支

援
策
の
活
用
だ
け
で
は
な
い
売
上

回
復
や
資
金
繰
り
安
定
化
の
方
策

を
一
緒
に
考
え
ま
す
。

令
和
三
年
度
は
新
し
い
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
も
参
画
し
、
さ
ら
に

支
援
体
制
を
強
化
し
て
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。
皆
様
の
経
営
課
題
を
解

決
で
き
る
メ
ン
バ
ー
で
、
全
力
で

ご
支
援
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

当
拠
点
は
、「
想
い
を
カ
タ
チ

に
す
る
経
営
相
談
所
」
で
す
。

経
営
の
お
悩
み
解
決
し
ま
す
。

あ
な
た
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
本
気
で

カ
タ
チ
に
し
ま
せ
ん
か
？

●
ロ
ー
ソ
ン

●味の素

仙台ホサナ教会●

●ダイアパレス上杉

●イースタンビル

地
下
鉄
北
四
番
丁
駅

上
杉
山
通

小
学
校

作並街道

奥
州
街
道

至
仙
台
駅

宮城県商工会
連合会

サテライトオフィス上杉
（プロスペール本田3F）

サテライトオフィス上杉　仙台市青葉区上杉1丁目16－8（プロスペール本田　3階）

022-393-8044

中
小
企
業
庁
委
託
事
業

「
想
い
を
カ
タ
チ
に
す
る
経
営
相
談
所
」

宮
城
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点
を
ご
利
用
下
さ
い
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【
事
業
を
は
じ
め
た
き
っ
か
け
】

パ
ン
好
き
が
高
じ
て
、
い
つ
か

自
分
の
お
店
を
持
ち
た
い
と
強
く

想
う
よ
う
に
な
り
、
三
カ
所
の
菓

子
・
パ
ン
製
造
会
社
に
て
約
十
五

年
間
に
渡
り
経
験
を
積
み
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
同
じ
夢
を
持

つ
夫
と
の
出
会
い
を
機
に
、
義
祖

父
が
経
営
す
る
パ
ン
製
造
工
場
を

手
伝
い
な
が
ら
個
人
経
営
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
学
び
、
平
成
二
十
九
年
四

月
に
三
陸
自
動
車
道
Ｉ
Ｃ
に
隣
接

す
る
「
道
の
駅
三
滝
堂
」
の
オ
ー

プ
ン
に
合
わ
せ
、
白
石
屋
を
創
業

す
る
と
と
も
に
、
委
託
販
売
を
開

始
し
、
現
在
で
は
四
カ
所
の
施
設

や
飲
食
店
と
取
引
さ
せ
て
頂
い
て

お
り
ま
す
。

【
課
題
と
各
種
制
度
の
活
用
】

当
店
は
、
独
立
し
た
店
舗
を
持

た
ず
、
義
祖
父
が
経
営
す
る
パ
ン

製
造
工
場
の
一
部
を
間
借
り
す
る

形
で
事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
事

も
あ
り
、
機
材
等
も
合
間
を
見
て

借
用
す
る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、

製
造
過
程
に
お
い
て
作
業
効
率
が

悪
く
、
パ
ン
作
り
に
集
中
出
来
る

環
境
が
整
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
こ
で
、「
登
米
市
ビ
ジ
ネ
ス

チ
ャ
ン
ス
支
援
事
業
補
助
金
」
を

活
用
し
「
生
地
の
発
酵
機
」
を
導

入
、
生
産
体
制
の
見
直
し
を
図
り

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
全
て
の
パ

ン
生
地
に
自
家
製
発
酵
種
の
「
ル

ヴ
ァ
ン
」
を
使
用
し
た
納
得
の
い

く
パ
ン
作
り
が
出
来
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

並
行
し
て
宮
城
県
商
工
会
連
合
会

の
専
門
家
派
遣
制
度
を
活

用
し
て
試
作
品
の
改
良
を

重
ね
た
結
果
、
商
品
の
完

成
度
が
向
上
し
、
リ
ピ
ー

タ
ー
の
獲
得
へ
と
繋
が
っ

て
お
り
ま
す
。

【
商
工
会
と
の
連
携
】

創
業
を
決
意
し
商
工
会

へ
訪
問
し
た
際
、
自
分
と

は
無
縁
だ
っ
た
税
務
関
係

や
資
金
繰
り
の
相
談
、
事

業
計
画
書
の
作
成
方
法
等

に
つ
い
て
支
援
を
頂
き
ま

し
た
。

現
在
も
定
期
的
に
商
工

会
を
訪
問
し
、
事
業
の
進

捗
状
況
等
に
つ
い
て
情
報

共
有
を
図
ら
せ
て
頂
き
な
が
ら
、

随
時
課
題
の
発
見
と
解
決
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。

【
今
後
の
展
望
】

最
近
で
は
「
フ
ラ
ン
ス
パ
ン
」

を
商
品
化
す
る
と
と
も
に
、
コ
ロ

ナ
禍
で
外
食
等
を
控
え
ら
れ
て
い

る
お
客
様
向
け
に
、
少
し
で
も
食

卓
を
彩
れ
る
よ
う
、
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
で
注
文
受
付
を
行
い
、
水
曜

日
限
定
で
工
場
受
け
渡
し
に
よ
る

販
売
を
開
始
し
好
評
を
得
て
お
り

ま
す
。

引
き
続
き
、
夫
婦
二
人
三
脚
で

お
客
様
に
喜
ん
で
頂
け
る
よ
う
な

パ
ン
作
り
を
追
求
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

焼き上がりを入念にチェック

様々なパン・和菓子作りに挑戦

元気な事業所紹介

製造工程の改善と新商品開発による販路拡大
～夫婦二人三脚で歩む、納得のいくパン作りを求めて～

白石屋　代表　白石　真由　氏
所 在 地：宮城県登米市豊里町小口前26
電話番号：090－9742－7007
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ま
た
、
Ｈ
Ｐ
更
新
や
Ｗ
Ｅ
Ｂ
広

告
、
施
工
事
例
集
作
成
の
相
乗
効

果
に
よ
り
、
資
料
請
求
の
件
数
が

増
加
し
、
潜
在
的
な
お
客
様
の
掘

り
起
こ
し
が
図
ら
れ
、
売
上
に
直

結
す
る
成
果
に
繋
が
り
ま
し
た
。

【
今
後
の
展
望
】

今
後
も
継
続
的
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
広
告

や
紙
媒
体
で
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
、

地
域
情
報
誌
等
を
活
用
し
、
地
域

の
方
に
弊
社
の
魅
力
を
情
報
発
信

す
る
こ
と
で
、
多
く
の
お
客
様
に

選
ば
れ
る
会
社
に
成
長
し
て
ま
い

り
ま
す
。

の
戸
建
て
住
居
者
に
対
し
て
毎
月

三
千
枚
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
実

施
。
地
域
情
報
誌
や
Ｗ
ｅ
ｂ
広
告

の
他
、
若
い
世
代
に
も
対
応
し
た

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信
で
弊
社

の
認
知
向
上
活
動
を
実
施
し
ま
し

た
。

②
地
域
密
着
型「
仙
南
マ
ル
シ
ェ
」

の
定
期
開
催

弊
社
駐
車
場
に
お
い
て
、
地
域

の
方
々
が
気
軽
に
足
を
運
ん
で
い

た
だ
く
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
「
仙
南

マ
ル
シ
ェ
」を
定
期
的
に
開
催
し
、

弊
社
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
へ
の
来
場
機

会
を
創
出
し
ま
し
た
。

③
施
工
事
例
集
の
作
成

弊
社
の
「
家
づ
く
り
の
こ
だ
わ

り
」
を
伝
え
る
た
め
、
施
工
事
例

集
を
新
た
に
作
成
し
、
お
客
様
に

対
す
る
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
の
提
案
と

技
術
力
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

【
事
業
実
施
に
よ
る
成
果
】

今
回
の
取

り
組
み
に
よ

り
弊
社
の

タ
ー
ゲ
ッ
ト

で
あ
っ
た
顧

客
層
だ
け
で

は
な
く
、
リ

フ
ォ
ー
ム
層

に
も
強
く
訴

え
る
こ
と
が

で
き
ま
し

た
。

指導員の声

当事業所は、地道に足で稼ぐ営業活動を
行い、顧客からの高い評価と信頼を得てお
り、地元のお店の方々に声をかけ「仙南マ
ルシェ」を開催する等、人とのつながりを大
事に地域に密着した活動を行っております。
今後も、当事業所の持続的な発展に貢献で

きるよう継続的に支援を行ってまいります。
村田町商工会　伊藤　正勝

【
取
組
む
き
っ
か
け
】

弊
社
は
県
南
地
域
に

て
、
注
文
住
宅
の
請
負
を

中
心
に
営
ん
で
お
り
ま

す
。
震
災
復
興
需
要
の
収

束
に
加
え
、
少
子
高
齢
化

や
生
活
ス
タ
イ
ル
の
変
化

に
よ
り
、
特
に
戸
建
て
需

要
が
減
少
し
て
お
り
、
弊

社
商
圏
内
の
着
工
棟
数
も

年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
に
危

機
感
を
抱
い
て
い
た
こ
と

か
ら
、
本
持
続
化
補
助
金

を
活
用
し
、
岩
沼
市
と
名

取
市
を
最
重
要
開
拓
エ
リ

ア
に
設
定
し
て
集
中
的
な

Ｐ
Ｒ
活
動
を
展
開
。
戸
建

保
有
世
帯
に
対
し
、
弊
社

の
強
み
で
あ
る
「
子
育
て

世
代
向
け
の
住
ま
い
づ
く

り
」
に
よ
る
建
替
え
、
リ

フ
ォ
ー
ム
、
世
代
独
立
の

新
築
需
要
の
開
拓
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

【
具
体
的
な
取
組
み
内
容
】

①
認
知
度
向
上
の
た
め
の

Ｐ
Ｒ
活
動
。

「
子
育
て
世
代
向
け
の

住
ま
い
づ
く
り
」
へ
の
こ

だ
わ
り
を
訴
求
す
る
た
め

Ｈ
Ｐ
を
新
た
に
刷
新
。
ま

た
、
最
重
要
開
拓
エ
リ
ア

【企業概要】
事業者名：有限会社　渡建

代 表 者：渡邊　勇雄

所 在 地：柴田郡村田町大字

小泉字豊田3-1

Ｔ Ｅ Ｌ：0224-83-6036

Ｆ Ａ Ｘ：0224-83-6037

戦
略
的
な
広
報
活
動
に
よ
り

新
規
需
要
の
開
拓
を
図
る

有
限
会
社
渡
建（
村
田
町
）

小 規 模 事 業 者 持 続 化 補 助 金 活 用 レ ポ ー ト㉞

作成した施工事例集
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―§ 宮 城 の 中 小 企 業 を 応 援 し ま す §―

宮 城 県 火 災 共 済 協 同 組 合
TEL.（022）263-1265 FAX（022）267-2878

お 近 く の 商 工 会 へ

地震・津波・噴火 による損害に備え!！
住宅に限らず、店舗・事務所・工場など
新耐震基準である昭和 56 年６月以降の
「建物」が対象 ※火災共済の特約

火災、落雷、風災・雪災・雹災事故
などのほか、洪水・高潮・土砂崩れ
事故も補償範囲

火災・台風などによる事故はもちろん、
地震・津波・噴火 などにより建物が損害
を受け休業した場合の休業補償

地震危険補償共済自動車共済 その他共済医療・傷害共済

商工会職員の人事異動のお知らせ

４月１日付で次の職員が異動になりました。新勤務地においても会員皆様のご指導ご支援をお願いいたします。

商工会名 役職名 氏名 前勤務地等 商工会名 役職名 氏名 前勤務地等

名 取 市 副 参 事 経営指導員 小　嶋　　　誠 岩 沼 市 加 美 参 事 事 務 局 長 佐 藤 浩 幸 登 米 中 央

主 事 事 務 職 員 大　宮　　　匠 柴 田 町 玉 造 主 査 経営指導員 工 藤 勇 二 登米みなみ

岩 沼 市 副 参 事 経営指導員 大 友　　 豊 名 取 市 大 崎 主任主査 事 務 職 員 髙 橋 陽 子 みやぎ仙台

角 田 市 主 査 経営指導員 清　水　優　汰 亘 理 山 元 遠 田 主 事 事 務 職 員 山　口　真　未 新 規 採 用

主 査 経営指導員 石 川 健 太 登 米 中 央 栗 原 南 部 参 事 事 務 局 長 山 城 宏 幸 連 合 会

丸 森 町 主任主査 経営指導員 佐久間　喜久治 角 田 市 主 査 事 務 職 員 蘇 武 早 希 若 柳 金 成

七 ヶ 宿 町 副 参 事 経営指導員 石 井 真 一 丸 森 町 若 柳 金 成 参 事 事 務 局 長 小　泉　　　博 登米みなみ

大 河 原 町 主任主査 事 務 職 員 武 山 悦 子 村 田 町 主 査 事 務 職 員 小 林 優 也 加 美

主 事 事 務 職 員 金 子 祐 也 名 取 市 栗 駒 鶯 沢 主 事 事 務 職 員 谷 津 友 基 新 規 採 用

村 田 町 主任主査 事 務 職 員 柴 田 京 子 川 崎 町 登 米 中 央 参 事 事 務 局 長 山 形 政 宏 若 柳 金 成

柴 田 町 主 事 事 務 職 員 山 口 健 太 亘 理 山 元 主 査 事 務 職 員 千 葉 秀 子 みやぎ北上

川 崎 町 主任主査 事 務 職 員 鎌　田　加代子 大 河 原 町 みやぎ北上 主 査 経営指導員 名 生 直 哉 南 三 陸

亘 理 山 元 主 査 経営指導員 武 田 紘 宜 く ろ か わ 主任主査 事 務 職 員 及 川 成 子 登 米 中 央

主 事 事 務 職 員 阿 部 太 一 新 規 採 用 主 事 事 務 職 員 狩　野　　　彩 新 規 採 用

みやぎ仙台 副 参 事 経営指導員 鈴 木 浩 二 多賀城・七ヶ浜 登米みなみ 参 事 事 務 局 長 佐 藤 克 則 南 三 陸

主 査 経営指導員 太 田 早 香 く ろ か わ 主 事 事 務 職 員 佐 藤 佑 輔 新 規 採 用

主 事 事 務 職 員 和 泉 真 由 大 崎 石巻かほく 副 参 事 経営指導員 浜 田 正 俊 みやぎ北上

主 事 事 務 職 員 武 藤 理 恵 河 南 桃 生 河 南 桃 生 副 参 事 経営指導員 髙 橋 正 和 玉 造

多賀城・七ヶ浜 主 幹 経営指導員 野 村 俊 介 く ろ か わ 主 事 事 務 職 員 渡　邊　みのり 新 規 採 用

主 査 経営指導員 小 林 将 也 連 合 会 南 三 陸 副 参 事 経営指導員 沼 倉 秀 樹 河 南 桃 生

利 府 松 島 参 事 事 務 局 長 髙　橋　　　薫 栗 原 南 部 主 査 経営指導員 木 村 奎 介 栗 原 南 部

主 事 事 務 職 員 齋 藤 茉 柚 みやぎ北上 連 合 会 参 事 商工会指導員 櫻 井 昭 市 利 府 松 島

く ろ か わ 副 参 事 経営指導員 佐 藤 嘉 晃 連 合 会 副 参 事 商工会指導員 菅 原 史 彦 みやぎ仙台

シニア指導員 経営指導員 長 江 恒 昌 石巻かほく 主任主査 専門経営指導員 山 岡 理 人 七 ヶ 宿 町

主 事 事 務 職 員 猪 股 怜 央 栗 駒 鶯 沢 主 事 経営指導員研修生 佐々木　　　熙 新 規 採 用

お問い合わせは、各地域の商工会まで
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去
る
二
月
二
十
五
日
、
江
陽
グ

ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
商
工

会
青
年
部
員
交
流
懇
談
会
を
開
催

し
、
県
下
青
年
部
員
三
十
二
名
参

加
の
も
と
、
ダ
イ
ヤ
精
機
株
式
会

社 

代
表
取
締
役 

諏
訪
貴
子
氏
を

講
師
に
招
き
、「
町
工
場
の
星　

難
局
を
乗
り
越
え
る
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
と
経
営
戦
略
」
と
題
し
講

演
頂
い
た
。

講
師
は
、
突
然
の
事
業
承
継
に

よ
り
主
婦
か
ら
町
工
場
の
社
長
に

就
任
し
、
難
局
を
乗
り
越
え
る
た

め
の
既
存
社
員
の
リ
ス
ト
ラ
や

製
造
業
に
お
け
る
基
礎
「
５
Ｓ
」

（
整
理
・
整
頓
・
清
掃
・
清
潔
・

躾
）
の
徹
底
、
一
人
ひ
と
り
の
社

員
に
寄
り
添
う
為
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
強
化
す
る
「
悪
口

会
議
」、「
褒
め
あ
い
会
議
」
と
名

付
け
た
会
議
な
ど
、
社
員
の
批
判

を
受
け
な
が
ら
も
挑
み
続
け
た
工

場
の
『
三
か
年
改
革
』
を
経
て
、

企
業
と
し
て
持
続
的
に
成
長
さ
せ

つ
つ
、
将
来
の
日
本
の
も
の
づ
く

り
を
支
え
て
い
く
た
め
の
会
社
の

『
軸
』
を
構
築
し
た
経
験
に
つ
い

て
お
話
い
た
だ
い
た
。

さ
ら
に
、
事
業
承
継
や
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
等
の
困
難
を
乗
り

越
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
中
小
製
造
業
向
け
Ｉ
Ｔ
生

産
管
理
ツ
ー
ル
開
発
に
も
着
手
す

る
な
ど
、
常
に
成
長
す
る
た
め
挑

戦
を
恐
れ
ず
実
行
す
る
積
極
的
な

姿
勢
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
の
長
期
化
に
疲
弊
す

る
青
年
部
員
を
奮
い
立
た
せ
る
研

修
会
と
な
っ
た
。

講師の諏訪貴子氏

熱心に聴講する青年部員

突
然
の
事
業
継
承
か
ら

日
本
の
も
の
づ
く
り
を
支
え
る
企
業
へ
の
成
長

︱
商
工
会
青
年
部
員
交
流
懇
談
会
︱


